
鹿児島地区交流会として、富士通陸上競技部とのコラボレーションによる
交流会を開催しました。現役3選手による体験談を通じ、世界大会の裏
側や高いパフォーマンスを発揮するための目標達成プロセス、困難や逆境
に立ち向かうチャレンジスピリット・メンタリティについてトークセッションを行い、
さらに、情報提供として、富士通から生成AIの最前線の動向や、生成AI
が描く未来像について、豊富な事例を交えてご紹介いただきました。

◇富士通陸上競技部によるトークセッション
テーマ①：国際大会の裏側
テーマ②：高いパフォーマンスを発揮するためには
テーマ③：ケガやスランプを乗り越えたエピソード

   ＜登壇者＞田中 佑美 選手（100mH）
  井之上 駿太 選手（400mH）

 江島 雅紀 選手（棒高跳）

◇【情報提供】
生成AIの未来が見えてきた

～進化から見えたAIが実現する未来像～
富士通株式会社 シニアエバンジェリスト 松本 国一

「Qshu-みんなのVoice」は、会員様の生の声
＆現場の声＆九州の声をお届けします！

＜鹿児島地区交流会＞
●日時：2025年12月19日㈮ 14:30ｰ17:10

●会場：TKPｶﾞｰﾃﾞﾝｼﾃｨ鹿児島中央 2階 霧島ﾌﾟﾚﾐｱﾑ

●参加：19社31名

FujitsuUserCommunity九州支部

Qshu-みんなのVoice vol.7

・大変臨場感のあるセッションで、アスリートの方々の人となりや考え方、生き方の一端を知ること
  ができた。特に思考回路はスポーツに限らず仕事をする上で参考となり、身が引き締まりました。
・ゴールを目指す上での段階の作り方についてとても参考になった。
・ビジネスにおけるマネジメントと共感するものがありました。トークが素晴らしかった。
・AIがここまで進化しているとは思わなかった。また機会があればAIのお話をお聞きしたい。
・生成AIについて、ここまで進化していることを知らなかったため、自分自身の勉強不足を思い
知らされた。色々なAIツールをこれからは積極的に使用したい。

皆でその場で
ストレッチ♪
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